
李リ   

昌チ
ャ
ン    

興フ
ン

な
ぜ
朝
鮮
学
校
で
教
え
る
の
か

 

日
本
で
苦
闘
す
る
朝
鮮
学
校
教
職
員
た
ち
が
祖
国
訪
問
で
見
た
も
の

94

在
日
本
朝
鮮
人
教
職
員
同
盟

中
央
本
部
副
委
員
長

164

奥
田
み
の
り 

著

文
化
活
動
家

岡
野
奈
保
美

『
若
槻
菊
枝　

女
の
一
生
―
―
新
潟
、
新
宿
ノ
ア

ノ
ア
か
ら
水
俣
へ
』

古
賀
　

圭

パ
ー
ト

労
働
者

25

ど
う
し
た
ら
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
や
め
ら
れ
る
の
か 
─
─ 

パ
ー
ト
労
働
に
つ

い
て
コ
マ
ゴ
マ
と

社
会
評
論
　
第
193
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

人
民
と
と
も
に
、社
会
主
義
を
め
ざ
し
て

 

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
創
立
一
〇
〇
周
年
に
際
し
て
の
中
央
委
員
会
の
宣
言

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

中
央
委
員
会
132

元
Ｊ
Ｐ
労
組
、

『
伝
送
便
』編
集
委
員

日
本
映
画
批
評

158 152

土
田
宏
樹

遠
藤
裕
二

労
働 

 

「
働
き
方
改
革
」と
Ｊ
Ｐ
労
組 

─
─ 

Ｊ
Ｐ
労
組
第
一
一
回
定
期

全
国
大
会
議
案
へ
の
批
判

映
画 

 〝
交
感
〟と
し
て
の
大
衆
性 

─
─ 

夏
の
日
本
映
画
新
作
・
話

題
作
三
作
を
め
ぐ
っ
て

李
相
和
の
生
涯
と
詩
的
営
為 

─
─ 

奪
わ
れ
た
野
に
も
春
は
来
る
か

 

日
帝
支
配
下
の
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
の
闘
い

卞ピ
ョ
ン   

宰ジ
ェ    

洙ス

44

元
朝
鮮
大
学
校

教
授

も
う
一
つ
の
「
俗
情
と
の
結
託
」
批
判

田
代
ゆ
き
32

福
岡
市
文
学
館

嘱
託
員

 

い
ま「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」の
意
味
を
確
認
す
る

特
集
に
あ
た
っ
て

本
誌
編
集
部
30105

ミ
シ
ェ
ル
・
チ
ョ
ス
ド
フ
ス
キ
ー

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
核
戦
争
の
危
険

 

和
平
計
画
の
実
現
に
向
け
て

58

カ
ナ
ダ
・
オ
タ
ワ
大
学

名
誉
教
授

︿
特
集

い
ま
、朝
鮮
と
連
帯
す
る
こ
と
の
意
味
﹀

宮
古
島「
慰
安
婦
」祈
念
碑「
女
た
ち
へ
」建
立
一
〇
周
年

Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ
‐
Ｒ
Ａ
Ｃ

共
同
代
表

4

中
原
道
子

土
本
典
昭
逝
去
一
〇
年 

─
─ 

昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
の
こ
と

映
画
同
人

シ
ネ
・
ア
ソ
シ
エ

11

土
本
基
子

歴
史
的
大
転
換
を
画
し
た
二
つ
の
首
脳
会
談
と
朝
日
関
係

歴
史
学
博
士

『
検
証
朝
鮮
戦
争
』
著
者

2

白ペ
ク

宗ジ
ョ
ン

元
ウ
ォ
ン

「
生
き
る
」思
想
が
立
ち
上
が
る
と
き

元
明
治
大
学
教
員

8

立
野
正
裕

5

「
非
暴
力
」の
た
た
か
い
に
込
め
ら
れ
た
痕
跡

大
学
院
生
・

沖
縄
戦
後
史

岡
本
直
美

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

176

︿
労
働
者
通
信 

 
労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

川
嶋
ち
さ
子

看
護
労
働
者

16

医
療
労
働
現
場
に
根
強
く
存
在
す
る
不
平
等 

─
─ 

医
科
系
大
学
入
試
に
お
け
る
女

性
差
別
報
道
か
ら
見
え
る
も
の

︿
連
載
﹀

七
夕
さ
ま	

	

150

笑

い

茸

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

104

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀�

広
浜
綾
子　
28

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

⑳
﹀	

國
分
富
夫	

29

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

⑳
﹀	

金
野
正
晴	

13

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑯
﹀	

今
中
哲
二	

113

植
民
地
主
義
批
判
の
た
め
の
覚
書
き

 

東
京
・
ロ
ン
ド
ン
・
ダ
ブ
リ
ン
で
考
え
た

前
田
　
朗
122

東
京
造
形

大
学
教
授

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に  

⑪
﹀

転
形
期
に
生
ま
れ
た
風
刺
画
（
河
鍋
暁
斎
「
と
く
は
か
に
五
万
歳
」

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
以
降

）

画
家

14

金
山
明
子

︿
映
画
再
見
﹀
『
キ
ャ
バ
レ
ー
』（
監
督
：
ボ
ブ
・
フ
ォ
ッ
シ
ー
）

編
集
者

163

小
松
厚
子

︿
短
歌
﹀

挽
歌
ｘ	
 	

歌
人

121

加
部
洋
祐

︿
状
況
２
０
１
８ 

夏
﹀東

京
西
部
／
神
奈
川

170

︿
読
者
会
か
ら
﹀

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

166

福
岡
市
文
学
館

嘱
託
員

『
ト
ル
ソ
ー
』
第
三
号

群
島
の
会 

編 

田
代
ゆ
き

髙
嶋
伸
欣
114

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
作
っ
た
拉
致
問
題
の
借
り
で

自
縄
自
縛
の
安
倍
政
権

 

ブ
レ
ー
ン
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
上
が
り
始
め
た
外
交
無
策
批
判

琉
球
大
学

名
誉
教
授

20

田
中
　

博

元
国
労

稚
内
闘
争
団

闘
い
一
生
…
…
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ 
─
─ 

二
七
年
続
け
た
事
業
体
ユ
ー
ズ

カ
ン
パ
ニ
ー
閉
鎖
を
前
に
思
う

21

吉
良
　

寛

自
治
体

労
働
者

こ
う
し
て
職
場
か
ら
団
結
を
作
り
上
げ
て
い
く 

─
─ 

自
治
体
労
働
組
合

の
活
動
の
一コ
マ

23

柴
田
　

清

東
京
都
庁
職
員

労
働
組
合
Ｏ
Ｂ

退
職
後
の
労
働
組
合
運
動 

─
─ 

じ
り
貧
状
態
を
抜
け

出
す
道
筋
を
求
め
て

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

歴
史
的
な
朝
米
首
脳
会
談
が
行
な
わ
れ
た
２
０
１
８
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙『
労
働
新

聞
』に
掲
載
さ
れ
た
日
本
に
関
す
る
論
評
記
事
か
ら

『
翁
長
知
事
の
遺
志
を
継
ぐ
』（
宮
本
憲
一
・
白
藤
博
行 

編
著
）
／
『
平
和
・
繁
栄
・
統

一
へ
と
向
か
う
朝
鮮
半
島
』（
在
日
韓
国
民
主
統
一
連
合 

編
）
／
『
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る

情
勢
と
私
た
ち
─
─
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
』（
完
全
護
憲
の
会 

編
）

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

168

︿
小
特
集　
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
日
本
国
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
﹀


